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【研究目的】 

本研究課題は、物質構造の実時間ダイナミクスの情報に基づいて、物性発現の機序、タンパク質の生理活性発現のメカ

ニズムを解明することを目的としており、PF-ARの大強度単バンチ特性を活かした時間分解 X 線実験のための装置開発

と、物質の非平衡状態の実時間に沿った精密測定を積極的に推進する。 

【研究成果と達成度】 

 これまでに PF-AR ビームライン NW14Aにおいて、時間分解 X 線回折、蛍光 XAFS、溶液散乱の測定装置を立ち上げ、

有機・無機結晶、金属錯体溶液、タンパク質結晶、非晶質固体など様々な物質系の構造ダイナミクス研究を行っている。

そのうちのいくつかの成果について論文発表した。 

【次年度以降の予定】 

 引き続き、測定装置の高度化を進めるとともに、新たな物質系を対象とした実時間ダイナミクス測定を行う。 
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